
令和４年度 学校評価書（学校経営の方針と重点から） 

   瑞浪市立瑞浪北中学校 

 

（１）重点１ 授業と家庭学習の両面から強化を図り、主体的に学習に取り組む生徒を育成する  

前例踏襲の授業を払拭し、一人一人のつまずきや困り感に対する具体的な支援や手立てをもった授業を実

践する。効果的な家庭学習の仕方について指導し、「主体的学習サイクル」の一層の充実を図る。 

具体目標 評価 自己評価と学校説明 改善策 学校関係者評価委員会から 評価 

・特別支援教育の観点

を大切にした、授業の

ユニバーサルデザイ

ン化。 

・校内研、学年研での、

個別最適化の手立て

や支援の有効性に絞

った提案や検証。 

・「主体的学習サイク

ル」の充実を図る、研

究推進委員会と学習

指導部の連携。 

・家庭学習の充実に向

けた指導の方向性と

内容の明確化。   

・ＳＰＴ（授業の振り返

りと家庭学習の立案）

をその主たる内容と

する帰りの会の充実。 

・「家庭学習の実態把握

と指導材料」を目的と

し、家庭学習状況の把

握に利用する学習計

画ノート及び自主学

習ノートの指導。 

Ｂ 

○「『分かった』『できた』

と実感できる授業づく

り（ＵＤ化）に努めた」

について、肯定的評価

が１００％であった。

生徒の困り感を把握し

支援をすることの大切

さが、職員の意識の中

に定着し始めていると

考える。また、「学校の

授業がどの程度分かる

か」という問いに対し、

約９割の生徒が肯定的

に答えていることから

も、今年度の取組が成

果を上げていると考え

る。 

○生徒の主体的な学習を

支援するため、学習部

を中心に、「質問」を推

進する取組が始まって

いる。主体的な学習を

後押しするものとし

て、また、個に寄り添う

指導の場として、今後

も積極的に進めてい

く。 

 

●計画ノートへの記

入を通して学習の

見通しをもたせる

ことは、生徒の家庭

学習の意識向上に

一定の成果があっ

た。一方で、計画そ

のものができない

生徒や、計画そのも

のが形骸化してい

る生徒への指導が

難しいといった声

も上がっている。効

果的な指導につい

て、学習部を中心に

工夫・改善をしてい

く。 

●「分かる授業」のた

めの工夫と改善を

さらに進める。「学

習は好きか」という

問いに対して、生徒

の肯定的評価は４

５％と、低い状況で

ある。「分からない」

と感じる要因を正

しくつかみ、個別最

適な学習を進める

とともに、生徒自身

が主体的に学ぶ活

動や場面の工夫を、

さらに進める必要

がある。 

 

・授業中、生徒達が課

題に集中して取り

組み、授業時間を有

効に生かしている

姿が見られよかっ

た。また、先生も楽

しい雰囲気を創り

出し、授業に活気を

もたらしていて好

感がもてた。学習の

成果については、数

値的な分析も試み

るとよいと思う。 

・生徒の学ぶ姿勢に落

ち着きがあり、集中

した姿がありまし

た。さらに、生徒同

士がお互いに高め

あう場面が増えて

くるとよいと思う。 

・わが子が、最近は特

に学校から帰って

きてから自主的に

学習をしている様

子を見るようにな

りました。前回の二

者懇談では、担任の

先生からも「他の子

よりワークが進ん

でいますよ」とほめ

ていただけたので、

とてもうれしく思

います。以前は夜

に、期日があるの

か、慌ててやってい

たので、変化がすご

く感じられます。 

Ｂ 

＜学校関係者評価を受けての学校の改善策＞ 

・教科の本質的な魅力を体感させ、基礎的・基本的な知識・技能の習得を図るとともに、学びを支える学習集団の育

成し、自ら学ぼうとする学習姿勢の定着を図る。 

・ユニバーサルデザイン化の授業を心がけ、要支援生徒に意図的な配慮をする。  

・生徒の学力定着の度合いを調査等で数値化し、客観的なデータにより指導・支援の方向を決め、実施する。 



 

重点２ 感染予防や環境づくりに、主体性を発揮する生徒を育成する 

      感染予防においては、教師主導で取り組んだとしても、その意義や重要性を理解して進んで実践できる生

徒を育成する。環境づくりにおいては、生徒たちが自分たちで課題をみつけ、自分で考え判断して改善でき

る生徒を育成する。 

具体目標 評価 自己評価と学校説明 改善策 学校関係者評価委員会から 評価 

・感染予防がマンネリ

化しないように、生

徒たちの感染予防

意識を刺激すると

ともに、専門委員   

会の活動を工夫し

て感染予防に取り

組ませる。 

・「美しさ」を追求する

生徒たちの主体的

な姿をタイムリー

に評価し、先輩から

後輩に主体性が   

継承されるように

指導する。 

・環境委員会が中心と

なって、スーパーエ

コスクールとして

の機能を活用し、環

境をコントロー   

ルする。 

Ａ 

○職員による自己評価に

おいて、すべての評価項

目で肯定的評価が高く、

最低でも９１％を示し

ている。 

○特に、いじめを含めた生

徒の行動に関する情報

共有と対応について、昨

年度からの体制に改善

を加えたことで充実し

たととらえる職員が多

くなったととらえてい

る。 

○生徒の意識も、「目標や

決意をもって取り組む

こと」「主体性を発揮す

ること」において、８割

の生徒が肯定的にとら

えている。現在の落ち着

いた学校の様子が表れ

ているとともに、生徒に

寄り添う職員の対応が

発揮された結果である

と考える。 

 

●「自分にはよいと

ころがある」と肯

定的に答えた生

徒の割合が、３割

にとどまってい

る。様々な場面

で、生徒の自己有

用感・自己肯定感

を高めるための、

活動や声掛け等

のさらなる工夫・

改善が必要であ

る。少しずつ復活

しているとはい

え、コロナ下で多

くの行事等が中

止・縮小・変更を

余儀なくされて

いる。ダイナミッ

クな活動が難し

い中で、個が生き

る場面を積極的

につくり出して

いきたい。 

●様々な指導を進

める中で、職員の

「足並み」をそろ

えることが大切

である。落ち着い

た状況であるが

ゆえに、共通理解

の弱さや独断が、

ほころびのもと

となる可能性が

ある。それを心に

留め、職員一丸と

なって指導を進

めていく。 

 

・学校経営方針が生徒

会活動に見え、しか

も生徒自らが考え

生み出し、自分たち

の力で働いている

といった印象を強

くもちました。コロ

ナ対策での専門委

員の仕事、「北中版

SDGｓ」の取組等、生

徒の主体性が実際

の動く姿に見える

ようで、大変頼もし

く感じました。特に

「SDGｓ」をもとに、

生徒会専門委員会

が役割をもち、それ

ぞれの活動を具体

化し、目標の達成に

近づこうと組織的

に動いていること

を大いに評価しま

す。 

・健康な身体づくりを

自ら考え行動でき

る人間となるため、

現在のコロナ対応

は負の面ばかりで

なく、長い人生にと

ってプラスになる

点も多いと思いま

す。個々の実態は分

かりませんが、自己

管理能力の高い大

人になれるよう取

り組んでいただけ

たらと思います。 

Ａ 

＜学校関係者評価を受けての学校の改善策＞ 

・生徒が主体性をもって活動できる、委員会活動の充実と工夫を進める。 

・SDGｓを軸にした、環境教育の充実と工夫を進める。 

 

 

 



 

 

重点３ 地域との結びつきを創り、評価し、発展させる主体的な生徒を育成する 

      これまでの３年間で地域と結びつくことはできた。とりわけ２年目の「大杉再生支援」と、３年目の「プ

ロジェクトｆ」では、学校から地域に向くベクトルが確かなものとなった。今後はその結びつきが更に強い

ものとなるように、地域との結びつきを自分たちで創り、評価し、さらに発展できるようにする。 

具体目標 評価 自己評価と学校説明 改善策 学校関係者評価委員会から 評価 

○地域における中学

校、中学生の存在の

大切さの自覚と、よ

り主体的に地域と

関わらせる働きか

け 

・統合の経緯や経過を

再確認する場の設

定。 

・地域との結びつきを

生徒会活動の大き

な柱の一つとした、

全校的なうねりと

なる活動の充実。 

・近い将来のコミュニ

ティスクール化を

意識した、出身地区

をこえたボランテ

ィア活動への参加

の奨励。 

Ｂ 

○コロナ禍による影響が

次第に薄れ、地域ボラン

ティアの機会が徐々に

以前の状態に戻ってき

た。２学期になって、各

地の文化展、清掃でボラ

ンティア等の機会をい

ただいた。また１１月に

は、日吉地区まちづくり

による「中学生と語る

会」が天神窯で行われ

た。どのボランティアに

も、出身小学校区を超え

ての参加があった。５月

と１１月に行われた５

校合同資源回収では、出

身地区での回収に多く

の生徒が参加した。小学

校で積み込みの補助を

行った生徒は、どの学校

でも積極的な働きを認

めていただいた。 

○自分たちを支えてくれ

ている地域の方に感謝

の思いを伝えるために、

昨年度の生徒会が行っ

た「学校で育てた花を贈

る 活 動 （ Project 

Flower）」に加え、今年度

生徒会は、さらに地域へ

の発信をするために「新

聞づくり」を行った。こ

うした体験が、自分たち

と地域とのつながりを

強くし、より主体的に動

く生徒の育成につなが

ると考える。 

●地域とつながる

ことは、５つの地

区を校区とする

本校にとって、今

後も重要なこと

である。一方で、

時間的な制約で

あったり、そもそ

もコロナ禍での

活動の在り方で

あったりが課題

となる。総合的な

学習の時間とリ

ンクさせるなど、

来年度に向けて

工夫・改善を行

う。 

 

 

・資源回収や土岐川ボ

ランティア清掃で

の働く姿、地域の

方々と協力する姿、

中学生同士声を掛

け合う姿に、清々し

い心情をもつ生徒

が確実に育ってい

ると感じます。地域

にいて登下校時に

顔を合わせたとき、

自然な笑顔で挨拶

してくれる姿を、い

つも嬉しく感じて

います。先生と生徒

の信頼関係があっ

たればこそと評価

しています。 

・校区が広がれば地域

の理解や密着度が

希薄になるのは避

けられませんが、校

区内外の地誌学習

や地域ボランティ

ア活動の実践を通

して、地域全体を視

野に入れて考えら

れる人物の育成に

つなげていってい

ただきたいと思い

ます。 

Ａ 

＜学校関係者評価を受けての学校の改善策＞ 

・生徒発の地域への情報発信のあり方を、さらに工夫していく。 

・地域ボランティアへの参加等、校外活動の評価を充実させられるよう、地域との連携をより密にする。 

・学校運営協議会のスタートに合わせ、地域連携の方法や在り方を、学校運営協議会を通した組織的な動きにできる

よう工夫する。 

 


